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『現
存
和
歌
六
帖
笙
こ

の
研
究

は
じ
め
に

平
成
五
年
八
月
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
巻
『平
安
中
世
私
撰
集
」

が
、
平
成
八
年
六
月
、
同
第
三
十
四
巻

「中
世
百
首
歌

・
七
夕
御
会
和

歌
懐
紙

・
中
世
私
撰
集
』
が
朝
日
新
聞
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
影

印
刊
行
に
よ
り
全
体
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
が
、
「現
存
和
歌
六
帖
第

二
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
ま

っ
た
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

新
出
の
資
料
で
あ
る
。

以
下
、
同
叢
書
解
題

（第
七
巻
赤
瀬
信
吾
氏
・
岩
坪
健
氏
共
同
執
筆
、
第

三
十
四
巻
赤
瀬
信
吾
氏
）
に
よ
り
概
略
を
記
す
と
、
「現
存
和
歌
六
帖
」
は

『古
今
和
歌
六
帖
』
題
に
よ
る
類
題
和
歌
集
で
、
当
時
現
存
し
て
い
た

歌
人
の
詠
を
集
め
、
後
嵯
峨
院
に
奉
っ
た
も
の
で
あ
り
、
撰
者
は
真
観

（
（
葉
牲
光
俊
）
、
「砂
巌
」
に
よ
れ
ば
衣
笠
家
良
も
関
与
し
た
か
と
考
え
ら

れ
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
伝
本
は
、
全
六
帖
よ
り
抄
出
し
た
抜
粋
本

系
と
完
本
系
に
分
か
れ
る
。
た
だ
し
、
完
本
系
で
は
こ
れ
ま
で
第
六
帖

の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
。
新
出
の

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
は
完
本
系

中
村
友
美

脚
時
に
Ⅷ
崚
ら
れ
や
城
鈍
柱

系 っ
一
敗
れ
碑
赫
ボ
帷
『
級
が
は
い
れ
詢
則

従
本
な
ど
が
有
す
る
奥
書
か
ら
、
建
長
元
年

（
一
二
四
九
）
十
二
月
に

作
者
名
無
記
の
も
の
が
後
嵯
峨
院
に
進
上
さ
れ
、
翌
二
年
九
月
に
作
者

名
を
付
記
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
完
成
奏
上
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
時
雨
亭
文
庫
蔵

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

は
不
完
全
な
が
ら
も

作
者
名
を
有
し
、
ま
た
、
そ
の
作
者
の
官
戦
名
な
ど
か
ら
建
長
二
年
以

後
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
。
総
歌
数
五
五
四
首
を
収
め
、
総
歌
人
数
は

一
一
〇
名
。
和
歌
本
文
に
誤
脱
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
和
歌
本
文
の

前
に
あ
る
歌
題
目
録
の
八
十
三
題
は
す
べ
て
み
え
て
い
る
。
入
集
歌
の

多
い
歌
人
は
藤
原
為
家
五
三
首
、
衣
笠
家
良
四
二
首
、
六
条
知
家
四

一

首
、
藤
原
信
実
三
八
首
、
九
条
道
家
二
九
首
、
一
条
実
経
二
〇
首
、
藤

原
隆
祐

一
人
首
、
西
園
寺
実
氏

・
藻
壁
門
院
少
将

一
五
首
、
九
条
基
家

一
四
首
、
藤
原
行
家

・俊
成
卿
女

一
二
首
な
ど
。
作
者
名
を

「名
閥
」
と

す
る
も
の
が
六
首
あ
る
が
、
こ
れ
が
真
観
自
身
の
詠
と
み
ら
れ
る
。
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一
、
勅
撰
集
と
の
関
係

真
観
、
知
家
な
ど
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
歌
道
師
範
を
継
い

だ
為
家
に
対
し
て
不
満
を
抱
き
、
寛
元
四
年

Ｔ

二
四
上Ｃ
十
二
月
、
「春

日
若
官
社
歌
合
」
で
、
為
家
を
中
心
と
す
る
御
子
左
家
に
叛
旗
を
ひ
る

が
え
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
を

一
般
に
反
御
子
左
派
と
い

う
。
「新
勅
撰
和
歌
集
』
の
成
立
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し
、
後
嵯
峨
院

が

「宝
治
百
首
』
（宝
治
二
年
〈
〓
一四
八
〉
正
月
十
八
日
披
講
か
）
を
当
時

の
主
要
歌
人
に
詠
進
さ
せ
る
な
ど
、
勅
撰
集
撰
進
の
気
運
が
高
ま
っ
て

い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
反
御
子
左
派
の
人
々
は
、
「万
代
和
歌

集
」
（宝
治
二
年
〈
〓
一四
八
こ
ム
秋
風
抄
」
（建
長
二
年
〈
〓
一五
〇
と
。

「秋
風
和
歌
集
』
（建
長
三
年
〈
〓
一五
一
こ
ム
雲
葉
和
歌
集
』
（建
長
五
年

〈
一
二
五
一一０
～
六
年
頃
）
二
明
玉
集
」
（宝
治
二
年
〈
〓
一四
八
〉
～
正
嘉
二

年

〈
〓
一五
人
〉
頃
）
な
ど
の
私
撰
集
を
編
ん
で
い
る
。
「現
存
和
歌
六

帖
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
反
御
子
左
派
の
さ
か
ん
な
活
動
は
、
勅

撰
集
撰
者
の
地
位
の
獲
得
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
、

の
ち
に

「続
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
が
、
そ
う
し
た
意
識
は
、
類
題
和
歌
集
で
あ
る

「現
存
和
歌
六
帖

第
一
こ

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
の
勅
撰
集
ヘ

の
入
集
状
況
を
示
し
て
み
る

（表
Ｉ
参
昭
じ
。
参
考
ま
で
に
、
「現
存
和

歌
六
帖
』
第
六
帖

（総
歌
数
八
七
五
首
）
と
抜
粋
本

（総
歌
数
三
八
九
首
）

と
に
つ
い
て
も
、
入
集
状
況
を
示
し
た
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
「新
勅

撰
和
歌
集
』
以
前
の
勅
撰
集
と
の
共
通
歌
は
、
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。

「続
後
撰
和
歌
集
」
は
宝
治
二
年

（
〓
一四
八
）
七
月
二
十
五
日
、
後
嵯

峨
院
よ
り
為
家
に
撰
集
の
院
宣
が
下
っ
て
い
る
が
、
奏
覧
を
は
た
し
た

の
は
三
年
五
カ
月
後
の
建
長
三
年

（
一
二
五
こ

十
二
月
二
十
五
日
で

あ
る
。
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
の
撰
集
が
い
つ
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た

の
か
定
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
集
の
撰
集
時
期
は
ほ
ぼ
重

な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
は
、

先
行
の
勅
撰
集
入
集
歌
と
の
重
複
を
さ
け
る
方
針
で
編
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

「現
存
」
歌
人
の
詠
を
集
め
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
限
定
は
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に

一
二
首
入
集
し
て
い
る

俊
成
卿
女
や
七
首
入
集
の
世
尊
寺
行
能
、
四
首
入
集
の
嘉
陽
門
院
越
前

な
ど
は

「新
古
今
和
歌
集
』
時
代
か
ら
の
歌
人
で
あ
り
、
為
家
や
家
良
、

信
実
な
ど
多
く
の
歌
人
は
「新
勅
撰
和
歌
集
』
か
ら
名
が
み
え
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
の
勅
撰
集
入
集
歌
を
採
ら
な
い
と
い
う

の
は
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
が
勅
撰
集
撰
進
の
た
め
の
資
料
と
し
て

編
ま
れ
て
い
る
と
い
う
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
。
そ
う
し
た
性
格
は
、
真
観
が
撰
者
の

一
人
と
し
て
撰
に
た
ず
さ

わ
っ
て
い
る

「続
古
今
和
歌
集
」
へ
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に
収
め

ら
れ
て
い
る
歌
を
二
四
首
も
入
集
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
も
み
て
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

反
御
子
左
派
の
編
ん
だ
私
撰
集
の
な
か
で
、
真
観
撰
と
考
え
ら
れ

る
、
宝
治
二
年

（
一
一
一四
八
）
秋
に
初
撰
本
が
成
立
し
た

『万
代
和
歌
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計

″穀
隆
笙
＾

（建
量
二
年

〈
〓
一五

じ

）

羞
哀
覆
不

（文
番

一年

〈
〓
一エハ
五
〉
）

続
拾
遺
集
一

（弘
彗
九
年

〈
一
二
七
八
〉
）

新
後
撰
集

　
（墓
石
石
年

全

二
〇
一３

）

薫
蕃
乗
　

（正
和
匹
午
全

二
〓
）
）

続
干
載
集
　
公
死
応
二
年

〈
〓
壬
一〇
〉
）

言

　　　（唇

奪

　
〈
一
一二
一
一エハ
〉
）

風
雅
集
　
　
（貞
和
四
年

〈
一
三
四
八
〉
）

新
千
載
集
・

（延
文
四
年

〈
一
二
五
九
〉
）

新
拾
遺
集
　
（貞
治
一一一年

〈
〓
壬
ハ
四
〉
）

薪
秘
搭
遣
集

（至
徳
一一津
十
全

二
八
四
〉
）

″廼
警
外
集

今
沓
平

一年

全
四
〓
冗
こ

ζ

　　（貫

一
三
七

一

一
九

一
五

一
四
五
九

一
六
９

二
八
〇
〇

二
一
四
三

一
二
五
三

一
一一
一
一
一

二
三
六
五

一
九
二
〇

一
五
五
四

二
一
四
四

釜

毅

工兌
九

二
四

一
一
一

二三二一二 四 二 六 二
第
二
帖

八
四 二 五 七 四 二 二 五 七 〇 二 六 一

筑
六
帖

二
四

（
〓

し

四

公
こ

四

（四
）

一一一
（
一
）

一
（○
）

○

（○
）

一
（
一
）

一
一
（
一
）

二

（○
）

四

公
）

二

（○
）

一
（○
）

○

（○
）

擁

策

瑾
曇

蒙

優

・蒙

・賓

。
家

・複

瑾
曇

氏

二
倉

一量二
倉

二
菫

・
燿

基

溌

二
竃

二
条
為
明

一
一重

飛
鳥
井
雅
世

撰
者
名

表
Ｉ

。
第
二
帖
で
続
古
今
集
と
新
後
拾
遺
集
に
重
複
し
て
入
集
す
る
も
の
が

一
首
あ
る
。

・
抜
粋
本
に
つ
い
て
は
、

（　
）
に
第
一
一帖

上
星
ハ帖
と
重
複
す
る
歌
を
除
い
た
歌
数
を
示
し
た
。

・
各
勅
撰
集
の
総
歌
数
は

『新
編
国
歌
大
観
』
第

一
巻
勅
撰
集
編

（角
川
書
店
　
昭
和
五
十
八
年
二
月
）
に
よ
る
。
異
本
歌
は
加
え
て
い
な
い
。



集
』
（総
歌
数
三
八
二
六
首
）
や
、
建
長
三
年

（
〓
一五
こ

末
頃
に
成
立

」藪複『漱凱［囃罐↑」純珊ビ津」「猪贅嚇健鍋動輛鋤囃麟浸

て
て
あ
っ
て
勅
撰
集
に
な
ら
う
部
立
を
有
す
る
。
た
と
え
ば

「万
代
和

歌
集
』
で
は
、
春
歌
上
下

・
夏
歌

・
秋
歌
上
下

・
冬
歌

・
神
祇
歌

・
釈

教
歌

・
恋
歌

一
～
五

・
雑
歌

一
～
六

・
賀
歌
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「秋
風
和
歌
集
』
で
は
、
春
歌
上
下

・
夏
歌
上
下

・
秋
歌
上
下

・冬
歌
上

下

・
釈
教
歌

・
神
祇
歌

・
賀
歌

・
恋
歌
上
中
下

・
離
別
歌

・
尋
旅
歌

・

雑
歌
上
中
下
。雑
体
歌
と
な
っ
て
い
る
。
」ゝう
し
た
こ
と
か
ら
、
「万
代

和
歌
集
」
や

「秋
風
和
歌
集
』
は
、
あ
る
い
は
下
命
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

も
奏
上
し
よ
う
と
い
う
、
直
接
に
勅
撰
集
へ
結
び
つ
け
ら
れ
る
撰
集
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「現
存
和
歌
六
帖
」
は
六
帖
題
の
類
題
和
歌
集
で

あ
り
、
か
つ
現
存
歌
人
の
歌
の
み
収
録
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
も
、

直
接
的
に
は
勅
撰
集
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
準
備
資
料
と
し
て
で
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り

『万
代

和
歌
集
』
や

「秋
風
和
歌
集
」
と
同
様
の
勅
撰
集
的
傾
向
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
歌
の
配
列
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「現
存
和
歌
六
帖
第

一
こ
の
巻
頭
に
位
置
す
る
歌
題

「山
部

・
や
ま
」
の
詠
は
四
七
首
あ
る
。

以
下
に
あ
げ
た
の
は
そ
の
第

一
首
目
か
ら
第

一
五
首
目
ま
で
で
あ
る

（以
下
、
わ
た
く
し
に
歌
番
号
を
付
す
。
ま
た
清
濁
の
別
も
わ
た
く
し
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
）
。

や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
笠
前
内
大
臣

一
ふ
る
さ
と
も
は
る
は
じ
る
と
や
か
す
が
な
る

み
か
さ
の
や
ま
の
け
さ
か
す
む
ら
ん

従
三
位
行
能
法
名
寂
能

三
あ
づ
さ
ゆ
み
や
の

ゝ
か
み
や
ま
は
る
か
け
て

か
す
み
は
そ
ら
に
た
な
び
き
に
け
り

嘉
陽
門
院
越
前

三
は
る
き
ぬ
と
い
ふ
ば
か
り
に
は
か
す
め
ど
も

ま
だ
ゆ
き
ふ
か
し
み
よ
し
の
ゝ
山入

道
前
摂
政

四
は
る
が
す
み
た
ち
て
も
ゐ
て
も
か
す
が
や
ま

こ

ゝ
ろ
か

ゝ
ら
ぬ
と
き
の
ま
も
な
し

九
条
前
内
大
臣

五
た
ち
よ
り
て
み
つ
ゝ
を
ゆ
か
ん
か
ゞ
み
や
ま

お
い
ぎ
は

ゝ
な
を
か
げ
や
か
は
る
と

衣
笠
前
内
大
臣

六
春
は
な
を
日
か
げ
も
な
が
き
す
が
の
や
ま

み
ら
く
に
あ
か
ぬ
は
な
の
い
ろ
か
な

正
三
位
知
家
法
名
蓮
生

七
ふ
き
を
く
る
か
ぜ
を
た
よ
り
の
あ
ま
を
ぶ
ね

と
ま
せ
の
や
ま
は
花
の
か
ぞ
す
る正

三
位
成
実

八
に
は
は
ず
は
は
な
と
も
わ
か
じ
を
と
め
ご
が

そ
で
ふ
る
や
ま
の
み
ね
の
し
ら
雲

―-68-―



藤
原
行
家
朝
臣

九
あ
し
ほ
や
ま
は
な
さ
き
ぬ
れ
や
つ
く
ば
ね
の

そ
が
ひ
を
み
れ
ば
く
も
ぞ
た
な
び
く

祝
部
成
茂

一
〇
ま
た
も
こ
む
は
る
を
ぞ
ち
ぎ
る
わ
か
さ
ぢ
や

の
ち
せ
の
山
の
ふ
ぢ
の
し
た
か
げ少

将
内
侍

一
一
い
は
み
の
や
た
か
つ
の
や
ま
の
ほ
と

ヽ
ぎ
す

こ
の
さ
み
だ
れ
に
ぬ
れ
つ
ヽ
ぞ
な
く

入
道
前
摂
政

一
二
五
月
雨
の
ふ
り
そ
め
し
よ
り
ひ
さ
か
た
の

く
も
ゐ
に
み
え
ぬ
あ
ま
の
か
ぐ
や
ま

藤
原
信
実
朝
臣
法
名
寂
西

一
三
な
つ
き
て
は
い
と
ゞ
し
げ
み
に
か
る
く
さ
を

ま
く
ひ
の
山
の
さ
か
り
と
ぞ
み
る

一
四
ゆ
ふ
づ
く
ひ
こ
ず
ゑ
を
そ
む
る
た
つ
た
山

ま
だ
き
な
き
名
の
あ
き
は
き
に
け
り
　
同

一
五
し
ら
た
ま
の
を
す
て
の
山
の
あ
き
の
つ
ゆ

つ
ら
ぬ
く
草
も
い
ま
や
か
れ
な
ん
　
　
同

第

一
首
目
の
衣
笠
家
良
の
歌
は
、
旧
年
に
対
し

「今
朝
」
三
笠
山
が

霞
む
と
詠
じ
た
立
春
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
じ
ま

っ
て
四
首
目
ま

で
霞
の
歌
が
続
く
。
五
首
目
は

「鏡
山
い
ざ
た
ち
よ
り
て
見
て
ゆ
か
む

年

へ
ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
る
と
／
こ
の
歌
は
あ
る
人
の
曰
く
大
伴
黒

主
が
也
」
含
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
上
・
八
九
九
・
よ
み
入
し
ら
ず
）
を
本
歌

に
し
た
九
条
基
家
の
歌
で
、
老
齢
に
さ
し
か
か
つ
た
こ
と
の
「生
い
際

は
な

（れ
と

と

「老
木
は
花
」
と
を
掛
け
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
西
行

の
歌
に
「わ
き
て
み
ん
お
い
木
は
花
も
あ
は
れ
な
り
い
ま
い
く
た
び
か

春
に
あ
ふ
べ
き
」
含
山
家
集
』
上
・
春

・
九
四
。
詞
書

「ふ
る
木
の
さ
く
ら

の
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
さ
き
た
る
を
み
て
し

が
あ
り
、
参
考
に
な
ろ
う
か
と

思
う
。
こ
れ
以
降
九
首
目
ま
で
桜
の
花
の
歌
が
つ
づ
く
。
七
首
目
の
「と

ま
せ
の
や
ま
」
は
、
初
瀬
山
の
別
称
で
桜
の
名
所
で
あ
る
。
人
首
目
と

九
首
目
に
は
花
を
雲
に
み
た
て
た
二
首
が
並
ん
で
い
る
。
季
節
の
移
り

変
り
と
と
も
に
、
一
〇
首
目
に
は
晩
春
の
景
物
と
し
て
藤
を
詠
み
込
ん

だ
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
。

一
一
首
目
か
ら
は
夏
歌
で
あ
り
、

，し
」
で
も
ま
た
季
節
の
推
移
に
あ

わ
せ
て
歌
が
並
ぶ
。
一
一
首
目
と

一
二
首
目
は
五
月
雨
の
歌
。
一
一
首

目
に
は
郭
公
も
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
草
木
の
生
い
茂
る
夏
の
さ
か
り

を
詠
ん
だ

一
三
首
目
か
ら
、
「ま
だ
き
な
き
名
の
あ
き
」
の
訪
れ
、
つ
ま

り
は
晩
夏
の
景
を
詠
ん
だ

一
四
首
目
へ
、
そ
し
て

一
五
首
目
に
は
秋
の

訪
れ
を
告
げ
る

「
（し
ら
）
つ
ゆ
」
が
詠
ま
れ
、
そ
れ
以
降
は
実
質
的
な

秋
歌
へ
と
移
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
一
五
首
日
以
降
も

一
五
～
二

七
の

一
三
首
が
秋
、
一
一人
～
三

一
の
四
首
が
冬
ゴ
壬

一～
三
三
の
二
首

が
覇
旅
、
三
四
～
四
〇
の
七
首
が
神
祇

・
釈
教
、
四

一
～
四
七
の
七
首

が
恋
、
と
続
く
。
明
ら
か
に
勅
撰
集
を
意
識
し
た
配
列
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
恋
歌
の
前
に
神
祇
歌

・
釈
教
歌
と
い
う
部
立
は

「新
勅
撰
和

歌
集
』
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
真
観
が
師
定
家
に
な
ら
つ
た
も
の
と
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み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
万
代
和
歌
集
』
で
も
、
恋
歌
の
前
に
神
祇

歌

・
釈
教
歌
が
す
え
ら
れ
、
ま
た

「秋
風
和
歌
集
」
で
は
、
恋
歌
の
前

に
釈
教
歌

・
神
祇
歌

・
賀
歌
が
す
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
「山
部

。
や
ま
ざ
と
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
配
列
が
み
ら
れ

る
。
「山
部

・
や
ま
ざ
と
」
の
詠
歌
は
四
九
首
あ
る
。
以
下
に
あ
げ
た
の

は
そ
の
第

一
首
目
か
ら
五
首
目
ま
で
で
あ
る
。

や
ま
ざ
と
　
　
　
　
　
　
法
印
良
守

一
〇
九
な
に
事
も
わ
す
ら
れ
に
け
る
な
が
め
か
な

は
な
さ
く
ほ
ど
の
春
の
や
ま
ざ
と衣

笠
前
内
大
臣

一
一
〇
さ
く
ら
ば
な
ま
だ
ち
ら
ず
け
り
山
ざ
と
を

け
ふ
は
か
し
こ
く
た
づ
ね
き
に
け
る

鷹
司
院
師

一
一
一
ほ
と

ゝ
ぎ
す
ま
だ
し
き
時
の
は
つ
ね
を
も

み
や
ま
の
さ
と
に
す
め
ば
こ
そ
き
け

正
三
位
知
家

一
一
二
こ
ぞ
も
み
し
み
や
ま
の
い
ほ
の
さ
び
し
さ
を

お
も
ひ
も
こ
り
ず
き
た
る
あ
き
か
な

御
製

一
一
三
や
ま
ふ
か
み
い
へ
ゐ
し
せ
れ
ば
ひ
さ
か
た
の

月
み
る
あ
き
は
さ
び
し
さ
も
な
し

第

一
首
目
の

「
は
な
さ
く
ほ
ど
の
春
」
か
ら
、
春
の
到
来
の
遅
い
山

里
に
咲
き
残

っ
て
い
た
花
を
た
ず
ね
た
春
の
終
わ
り
の
二
首
目
へ
、
そ

し
て
、
一二
首
目
の
「
五
月
こ
ば
鳴
き
も
古
り
な
む
郭
公
ま
だ
し
き
程
の

こ
ゑ
を
き
か
ば
や
」
含
古
今
和
歌
集
』
夏
歌
・
〓
二
人
・伊
勢
）
を
本
歌
に

し
た
、
初
夏
の
歌
に
続
く
。
四
首
目
は
初
秋
の
歌
で
、
秋
の
山
里
の
さ

び
し
さ
を
詠
み
、
五
首
日
で
は
山
里
の
秋
の
月
を
詠
ん
で

「さ
び
し
さ

も
な
し
」
と
四
首
目
に
応
じ
た
並
び
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
七

首
月
を
詠
ん
だ
歌
が
並
び
、
一
〓

一～

一
二
人
の

一
七
首
が
秋
、
〓

一

九
～

一
三
四
の
六
首
が
冬
、
三
二
五
～

一
五
七
の
二
三
首
が
雑
と
い
う

配
列
に
な
っ
て
い
る
。

歌
題
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
題
に
よ
っ
て
詠
歌
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
田
部

。
は
る
の
た
、
な
つ
の
た
、

あ
き
の
た
、
ふ
ゆ
の
た
」
、
「野
部
。は
る
の
ゝ
、
な
つ
の
ゝ
、
あ
き
の
ゝ
、

ふ
ゆ
の
ゝ
」
な
ど
は
、
題
だ
け
で
季
節
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。
「山
部

・

し
か
」
は
秋
を
い
ろ
ど
る
動
物
で
あ
る
し
、
「野
部

・
き
じ
、
う
づ
ら
」

は
そ
れ
ぞ
れ
春
の
鳥
、
秋
の
鳥
と
し
て
詠
ま
れ
る
。
ま
た
、
あ
ま
り
に

も
変
わ
っ
た
題
の
場
合
は
、
あ
る
決
ま

っ
た
歌
を
本
歌
と
し
た
詠
ば
か

り
を
並
べ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
「山
部

・
く
ま
」
の
二
首

「し
ば
を
や
ま
し
ゐ
て
は
こ
え

じ
あ
だ
人
の
こ
ゝ
ろ
の
く
ま
も
す
む
と
い
ふ
な
り
」
（九
こ

「あ
ら
く

ま
も
な
れ
ば
な
れ
な
ん
し
ば
を
山
し
ば
し
に
も
あ
ら
ず
つ
ら
き

ヽ
み
か

な
」
（九
一
じ
は
、
ど
ち
ら
も

「万
葉
集
』
の

「荒
熊
の
住
む
と
い
ふ
山

の
師
歯
迫
山
責
め
て
問
ふ
と
も
汝
が
名
は
告
ら
じ
」
（巻
第
十
一
二
エ
ハ

九
六
。
『古
今
和
歌
六
帖
」
第
二
・山
部
・く
ま
・九
五
四
）
を
本
歌
と
す
る
。

ま
た
、
「山
部

。
と
ら
」
の
二
首

「
み
や
こ
に
は
と
ら
ふ
す
の
べ
の
あ
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ら
ば
こ
そ
す
つ
る
い
の
ち
を
き
み
に
し
ら
せ
め
」
（八
九
）
「
よ
し
や
身

を
と
ら
ふ
す
の
べ
に
す
て
は
て
ヽ
さ
の
み
は
つ
ら
き
こ

ゝ
ろ
を
も
み

じ
」
（九
〇
）
は
、
ヨ
一宝
絵
詞
』
上
巻

・
仏
宝
の
十

一
な
ど
に
も
み
ら

れ
る
、
「金
光
明
最
勝
王
経
』
捨
身
品
の
、
薩
唾
王
子
が
飢
え
た
虎
に
自

身
の
肉
を
与
え
た
故
事
を
ふ
ま
え
て
い
て
、
「有
と
て
も
幾
世
か
は
経

る
唐
国
の
虎
臥
す
野
辺
に
身
を
も
投
げ
て
ん
」
貧
拾
遺
和
歌
集
』
雑
恋
・

一
三
二
七
。
「拾
遺
抄
」
雑
上
。
四
五
五
・
読
人
不
知
。
「古
今
和
歌
六
帖
』
第

一
Ｔ
山
部
。
と
ら
。
九
五
一こ

が
本
歌
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「く
ま
」
「と

ら
」
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
本
歌
や
本
説
の
強
い
影
響
を
受
け
て
、
恋

歌
風
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
例
も
あ
り
、
す
べ
て
の
歌
題
に
つ
い
て
、
さ
き
に
示

し
た

「山
部

。
や
ま
」
や

「山
部

。
や
ま
ざ
と
」
の
よ
う
な
、
整
然
と

し
た
配
列
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
「山
部

。
み
ね
」
一

七
首
、
「山
部

・
も
り
」
二
〇
首
、
「
田
舎
部

。
さ
と
」

一
〇
首
、
「
田
舎

♂

獣
‐こ ど

」つ
」
緩

金

♂

報
け
に
誇

』
″
ｒ
酬
縛
嘲

帥
鰯

に
つ
づ
く
配
列
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
勅
撰
集
を
撰
集
す
る
場
合

に
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
が
資
料
と
し
て
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
に
、

と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
歌
の
配
列
は

「現
存
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
に
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
。
「現
存
和
歌
六
帖
」
第
六
帖
は
、
「古

今
和
歌
六
帖
」
第
六
帖
の
草
部

・
虫
部

。
本
部

。
鳥
部
の
四
項
目
に
よ

る
歌
題
の
歌
を
集
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
草
部
で
は
「は
る
の
く
さ
、

な
つ
の
く
さ
、
秋
の
く
さ
、
し
た
草
、
に
こ
草
、
ざ
ふ
の
く
さ
、
や
ま

ぶ
き
、
な
で
し
こ
、
は
ぎ
、
を
み
な
へ
し
、
す
す
き
、
を
ぎ
、
ら
に
、
き

く
、
（以
下
略
と
な
ど
と
い
つ
た
歌
題
が
並
ぶ
。
こ
れ
ら
の
歌
題
は
、
「は

る
の
く
さ
」
と
い
う
よ
う
な
歌
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
や
ま
ぶ
き
」

な
ら
晩
春
、
「な
で
し
こ
」
な
ら
夏
か
ら
秋
、
「は
ぎ
」
な
ら
秋
と
い
う

よ
う
に
、
季
節
や
詠
み
方
な
ど
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
「現
存
和

歌
六
帖
』
第
六
帖
の
歌
題
は
、
全
般
に
、
こ
の
よ
う
な
季
節
や
詠
み
方

を
限
定
す
る
も
の
が
並
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「現
存
和
歌
六
帖
』

第
六
帖
の
歌
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と
同
様
に

は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば

「も
み
ぢ
」
の
詠
歌
三
三
首

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
一
、
二
首
目

「を
か
べ
な
る
ふ
る
ね
の
は
じ

の
は
つ
も
み
ぢ
い
ろ
め
き
わ
た
る
ゆ
ふ
づ
く
ひ
か
な
」
（四
五
〇
・前
大

納
言
為
家
ヽ
秋
き
ぬ
と
人
も
み
る
べ
く
ま
き
も
く
の
あ
な
し
の
山
は
は

つ
も
み
ぢ
せ
り
」
（四
五
一
・
正
三
位
知
家
）
な
ど
の
紅
葉
の
初
め
か
ら
、

一
六
、
一
七
首
目

「お
ほ
の
な
る
み
か
さ
の
も
り
に
し
ぐ
れ
ふ
り
そ
め

な
す
も
み
ぢ
い
ま
さ
か
り
な
り
」
（四
六
五
・権
少
僧
都
隆
舜
）
「く
れ
な

ゐ
に
ち
し
ほ
や
そ
め
し
山
ひ
め
の
も
み
ぢ
が
さ
ね
の
こ
ろ
も
で
の
も

り
」
（四
六
六
・皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女
）
な
ど
の
紅
葉
の
盛
り
へ
、
三
二
、

三
三
首
目
「
ゆ
く
秋
の
ぬ
さ
に
た
む
け
し
も
み
ぢ
ば
の
の
こ
り
あ
れ
ば

や
い
ま
も
ち
る
ら
む
」
（四
八
一
・藤
原
行
家
朝
臣
）
で
」
が
ら
し
に
は
も

り
の
神
の
こ
こ
ろ
さ
へ
な
び
き
に
け
り
と
ち
る
も
み
ぢ
か
な
」
（四
八

一
Ｔ
円
地
法
師
）
な
ど
の
散
る
紅
葉
へ
と
い
う
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
季
節

の
な
か
で
も
、
そ
の
移
り
変
り
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
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二
、
出
典

宝
治
元
年

（
〓
一四
七
）
、
後
嵯
峨
院
は

「新
勅
撰
和
歌
集
」
に
続
く

勅
撰
集
の
撰
進
の
準
備
と
し
て
、
当
時
の
主
要
歌
人
四
〇
名
に
百
首
歌

を
詠
進
す
る
よ
う
下
命
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
翌
二
年
成
立
し
た
の
が

『宝
治
百
首
」
で
あ
る
。
こ
の

『宝
治
百
首
』
か
ら

「続
後
撰
和
歌
集
』

へ
は
五
七
首
入
集
し
て
い
る
。
「宝
治
百
首
』
か
ら

『現
存
和
歌
六
帖
第

一
二
へ
は
六
〇
首
入
集
し
て
お
り
、
確
認
し
得
た
範
綱
て
は
、
「現
存
和

歌
六
帖
第
一
こ

の
最
も
大
き
な
撰
歌
源
と
な
っ
て
い
る
。

類
等

嘔

梅

躊

藤

籟

魏

，牌

数

嚇

後
嵯
峨
院

・
実
氏

・
基
家

・
家
良

・
隆
親

・
基
良

・
為
家

。
公
相

。
実

雄
・為
経
の

一
〇
名
の
個
人
百
首
を

一
括
し
て
収
め
た
岡
山
大
学
蔵
池

田
家
文
庫
本
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
、
知
家

・
成
茂

・
為
家

・
為
氏
の

そ
れ
ぞ
れ
の
百
首
が
、
各
人
の
家
集
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
。
個
人
別

本
の
方
が
、
よ
り
詠
進
時
の
姿
を
伝
え
た
も
の
と
さ
れ
る
。
部
類
本
と

個
人
別
本
と
の
本
文
の
間
に
は
異
同
が
み
ら
れ
、
歌
題
ご
と
に
部
類
す

る
段
階
で
、
和
歌
本
文
の
改
変
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

へ
の
入
集
歌
人
で
、
「宝
治
百
首
』
の
部

類
本

・
個
人
別
本
の
両
者
が
伝
わ
っ
て
い
る
、
後
嵯
峨
院
と
山
階
実
雄

の
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

ま
ず
、
後
嵯
峨
院
の
歌
は

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

に
入
集
す
る
九

首
の
う
ち
、
五
首
が

「宝
治
百
首
」
を
出
典
と
す
る
。
こ
の
五
首
の
う

ち
三
首
の
和
歌
本
文
に

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と

『宝
治
百
首
」
と

の
間
で
異
同
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず

「あ
ら
く
ま
も
な
れ
ば
な
れ
な
ん
じ

ば
を
山
し
ば
し
に
も
あ
ら
ず
つ
ら
き

ゝ
み
か
な
」
（山
部
・く
ま
・九
一
じ

だ
が
、
こ
の
歌
は
部
類
本

・
個
人
別
本
と
も
第
三
、
四
句

「し
は
せ
山

し
ば
し
も、
あ
ら
ず
」
と
す
る
。
平
仮
名

「を

（遠
こ

と

「せ

（世
と

に

つ
い
て
は
、
字
形
が
よ
く
似
て
い
る
た
め

一
般
に
誤
写
さ
れ
や
す
い
の

で
、
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。
ま
た
、
「し
ば
し
も、
あ
ら
ず
」
が

『現

存
和
歌
六
帖
第
一
こ

で

「し
ば
し

，こ、
も、
あ
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
点
だ

が
、　
一
字
の
こ
と
で
あ
り
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
問
題
に
し
な

い
。
残
り
二
首
の
異
同
が
問
題
と
な
る
。
「さ

ヽ
の
葉
の
さ
や
ぐ
し
も

夜
は
み
づ
ぐ
き
の
を
か
の
や
か
た
に
ふ
し
ぞ
わ
び
ぬ
る
員
山
部
・を
か
。

一
〓
三
）
の
歌
は
、
部
類
本
で
は
第
五
句

「
ふ
し
ぞ
わ、
か
ら、
ふ、
」
と
す

る
。
「あ
づ
さ
ゆ
み
は
る
は
あ
ら
た
と
み
し
も
の
を
は
や
ほ
に
い
で
ゝ

な
る
こ
ひ
く
な
り
」
（田
部
。あ
き
の
た
二
一九
〇
）
は
部
類
本
で
は
第
三

句

「
み
え
し
も
の
を
」
と
す
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
個
人
別
本
の
本

文
は

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の
本
文
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
山
階
実
雄
の
歌
で
も
同
様
の
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
実
雄
の

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

へ
の
入
集
歌
は
七
首
で
、
つヽ
ち
五
首
が

「宝
治

百
首
』
を
出
典
と
す
る
。
四
首
は
異
同
が
な
い
の
だ
が
、
残
り
の

一
首

に
つ
い
て

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と

『宝
治
百
首
」
と
の
本
文
に
異

同
が
あ
る
。
「む
さ
し
の
ゝ
野
べ
は
み
な
が
ら
し
も
が
れ
て
あ
は
れ
く

さ
ば
の
ゆ
か
り
し
ら
ず
な
」
（野
部
・
ふ
ゆ
の
ヽ
喜
一四
五
）
の
歌
は
、
部



類
本
は
第
五
句

「行
へ
し
ら
ず
も
」
、
個
人
別
本
は
第
五
句

「
ゆ
か
り
し

ら
ず
も
」
と
す
る
。
終
助
詞

「な
」
と

「も
」
と
の

一
字
の
違
い
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
部
類
本
よ
り
個
人
別
本
の
本
文
の
方
が

『現
存
和
歌
六

帖
第
一
こ

の
本
文
に
近
い
。
な
お
、
後
嵯
峨
院
と
実
雄
以
外
の
歌
人
に

つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
と
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と
個
人
別
本
の
間
に

の
み
異
同
が
み
ら
れ
る
例
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
「か
み
な
び

の
も
り
」
を

「か
み
な
み
の
も
り
」
、
「す
が
の
ね
な
が
き
」
を

「す
が

の
て、
な
が
き
」
と
す
る
な
ど
、
単
純
な
誤
写
も
し
く
は
転
訛
と
思
わ
れ

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

「現
存
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
の
歌
に
つ
い
て
も
、
「身
に
か
へ
て
お
も

へ
ば
な
に
か
し
た
ふ
べ
き
は
な
を
と
め
て
も
お
な
じ
わ
か
れ
を
」
（は

な
・
四
一一δ

・九
条
前
内
大
臣
）
を
部
類
本
は
第
二
句

「を、
し、
む、
べ
き
」
と

し
、
「
し
ら
ゆ
き
の
ふ
る
す
は
け
さ
も
な
ほ
さ
え
て
な
く
ね
も
と
け
ぬ

た
に
の
う
ぐ
ひ
す
」
（う
ぐ
ひ
す
・
七
九
三
・権
大
納
言
実
雄
）
を
部
類
本

は
第
五
句

「鶯
の
声
」
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ど
ち
ら
も
第
六
帖
と

個
人
別
本
と
の
間
に
は
異
同
が
な
い
。
「宝
治
百
首
』
か
ら

『現
存
和
歌

六
帖
』
第
六
帖
へ
は

一
一
六
首
入
集
し
て
い
る
。
あ
げ
た
二
例
以
外
の

も
の
で
も
、
「現
存
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
と
個
人
別
本
と
の
本
文
が

一

致
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「現
存
和
歌
六
帖
』
は

「宝
治
百
首
』
の
部
類

本
で
は
な
く
、
部
類
以
前
の
詠
進
時
の
個
人
別
百
首
、
あ
る
い
は
そ
の

個
人
別
百
首
を
集
成
し
た
本
を
資
料
と
し
て
用
い
、
撰
歌
し
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
は
、
ご
く

一
部
分
し
か
知
ら
れ
て
い

な
い
個
人
別
百
首
が
、
真
観
の
手
元
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
変

に
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に
収
め
ら
れ
て
い

る
、
藻
壁
門
院
少
将
の

「よ
し
や
身
を
と
ら
ふ
す
の
べ
に
す
て
は
て
ヽ

さ
の
み
は
つ
ら
き
こ
ゝ
ろ
を
も
み
じ
」
（山
部
。
と
ら
・九
〇
）
は
、
「宝

治
百
首
』
の
部
類
本
で
は

「今
―よ、
い
い
と
ら
ふ
す
野
辺
に
身、
を、
す、
て、
て、

勢
の
み
は
つ
ら
き
心
を
も
う、
し、
」
（作
者
藻
壁
門
院
但、
馬、
）
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、少
将
内
侍
の
ヨ
〓
の
う
へ
の
と
よ
の
あ
か
り
に
た
ち
い
で
ヽ

み
は
じ
の
め
し
に
月
を
み
し
か
な
」
（都
部
。
も
ヽ
し
き
二
二
九
二Ｃ

は
、

部
類
本
で
は
ヨ
〓
の
上
の
豊
明
に
立
出
で
て
み
は
し
の
そ、
ら、
に
月
も、
見

し
か
な
」
、
で
」
ヽ
の
へ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
か
さ
ぬ
ら
む
み
か
き
の
う

ち
に
つ
も
る
し
ら
ゆ
き
」
（都
部
・も
ヽ
し
き
二
二
九
七
）
は
、
部
類
本
で

は
「
ビ
」
の
へ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
か
さ
ぬ
ら
ん
み
か
き
の
中
の
夜
は

の
し
ら
雪
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藤
原
行
家
の

「た
び
の
そ
ら

を
ち
か
た
み
れ
ば
け
ぶ
り
た
つ
さ
と
こ
そ
け
ふ
の
や
ど
り
な
る
ら
め
」

（田
舎
部
・
や
ど
り
・
四
五
〇
）
は
、
部
類
本
で
は

「旅
の
空
を
ち
か
た
遠

く、
煙
た
つ
里
こ
そ
今
日
の
と、
ま、
り、
な
る
ら
め
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
部
類
本
、
つ
ま
り
現
在
伝
わ
っ
て
い
る

「宝
治
百
首
」
と

「現

存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と
の
本
文
の
異
同
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
歌
人
に

つ
い
て
は
、
「宝
治
百
首
』
の
個
人
別
百
首
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
け
れ

ど
も
、
か
り
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
和

歌
本
文
は

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の
も
の
と
近
い
姿
だ
っ
た
可
能
性

が
少
な
く
な
い
。
と
す
れ
ば
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

は
、
「宝
治
百

首
」
の
個
人
別
百
首
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
資
料
の
ひ
と

―-73-―



つ
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
「宝
治
百
首
』
以
外
の
も
の
で
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の

主
な
撰
歌
資
料
と
し
て
は
、
寛
元
二
年

（
一
二
四
四
）
六
月
以
降
の
成

立
の

「新
撰
六
帖
題
和
歌
』
か
ら
の
四
九
首
、
貞
永
元
年

（
〓
〓
≡
じ

四
月
成
立
の

「洞
院
摂
政
家
百
首
』
か
ら
の
二

一
首
、
建
仁
三
年

（
一

一
δ
三
）
初
頭
頃
の
成
立
の

「千
五
百
番
歌
合
」
か
ら
の

一
三
首
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
「現
存
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
に
つ
い
て
も
、
確
認
し
得

た
範
囲
で
主
要
な
も
の
を
順
に
あ
げ
る
と
、
「宝
治
百
首
』
か
ら

一
一

六
首
、
「新
撰
六
帖
題
和
歌
」
か
ら
人
八
首
、
「洞
院
摂
政
家
百
首
」
か

ら
二
四
首
、
「千
五
百
番
歌
合
」
か
ら

一
一
首
が
撰
歌
さ
れ
て
い
る
。
勅

撰
集
撰
進
の
場
合
に
も
、
百
首
歌
は
撰
歌
資
料
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
も

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の
勅
撰

集
的
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
特
に

「宝
治

百
首
』
は
、
初
め
か
ら
勅
撰
集
撰
進
を
意
図
し
て
詠
進
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
多
く
撰
歌
し
て
い
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
。

「新
撰
六
帖
題
和
歌
」
は

『現
存
和
歌
六
帖
」
と
同
じ
く
、
「古
今
和

歌
六
帖
』
の
歌
題
で
家
良

。
為
家

・
知
家

・
信
実

。
光
俊
の
五
名
が
各

題

一
首
ず
つ
詠
み
、
互
選
合
点
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
名
と
も
に

当
時
の
主
要
歌
人
で
あ
り
、
真
観
以
外
は

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の

多
数
入
集
の
上
位
者
四
名
で
あ
る
。
六
帖
題
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
て
、

主
な
撰
歌
資
料
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
と
み
て
よ
い
。
「現
存
和
歌
六
帖
第

一
こ

の

「野
部

。
お
ほ
た
か
、
こ
た
か
」
の

一
首
ず
つ
、
「宅
部

。
と
な

り
」
の

一
首
、
「人
部

。
わ
か
い
こ
、
つヽ
し
」
の
二
首
ず
つ
、
「佛
事
部

。

あ
ま
」
の

一
首
な
ど
、
一
般
に
歌
に
詠
ま
れ
に
く
い
歌
題
の
歌
は
、
「新

撰
六
帖
題
和
歌
』
の
歌
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
藤
原
為

家
の

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

へ
の
入
集
歌
五
三
首
の
う
ち
、
二
七
首

ま
で
が

「新
撰
六
帖
題
和
歌
」
を
出
典
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
家

良
で
は
四
二
首
中
七
首
、
知
家
で
は
四

一
首
中
七
首
、
信
実
で
は
三
人

浦
誕

鵜

謁

華

醒

憂

緩

囃

膨

の
二
七
首
は
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
け
れ

ど
も
、
真
観
た
ち
が
為
家
に
叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
の
は
、
寛
元
四
年

含

二
四
一Ｃ

十
二
月

「春
日
若
宮
社
歌
合
』
で
あ
る
。
為
家
の
入
集
歌

の
半
数
以
上
が

「新
撰
六
帖
題
和
歌
』
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、
こ
れ
以

降
の
為
家
の
詠
歌
が
、
真
観
の
手
元
に
あ
ま
り
な
か
っ
た
可
能
性
を
う

か
が
わ
せ
る
。
事
実
、
残
り
の
二
六
首
の
う
ち
、
一
一首
は

「宝
治
百
首
』

の
歌
だ
け
れ
ど
も
、
一
一首
は

「為
家
千
首
』
（貞
応
二
年
〈
〓
〓
〓
こ

の

歌
、
二
首
は

『為
家
家
百
首
」
（寛
喜
元
年

〈
〓
〓
一九
こ

の
歌
、
四
首

は

「洞
院
摂
政
家
百
首
」
（貞
永
元
年
〈
〓
≡
〓
こ

の
歌
、
四
首
は

「光

俊
勧
進
結
縁
経
百
首
』
（寛
工
二
年

〈
〓
一四
五
こ

の
歌
、　
一
首
は

『道

家
家
秋
三
十
首
』
（寛
一匹
二
年
全

二
四
五
こ
の
歌
、
と
い
う
よ
う
に
、
知

ら
れ
る
も
の
の
多
く
は
寛
元
四
年
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

歌
合
や
歌
会
、
定
数
歌
な
ど
は
散
供
し
て
現
在
伝
わ
ら
な
い
も
の
が

多
い
。
し
か
し
そ
う
し
た
散
僕
資
料
で
も
、
勅
撰
集
や
他
の
私
撰
集
、

私
家
集
な
ど
の
詞
書
か
ら
出
典
と
知
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
「夫
木
和

歌
抄
」
に
み
ら
れ
る

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の
歌
で
は
、
為
家

。
知
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家

・
少
将
内
侍
な
ど
の
歌
、
計
六
首
に
つ
い
て

「夫
木
和
歌
抄
』
で
詞

書
を

「寛
元
三
年
結
縁
経
百
首
」
「光
俊
朝
臣
す
す
め
け
る
百
首
」
と
し

て
い
る
。
「続
古
今
和
歌
集
」
に
入
集
す
る

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
の

歌
で
も
、
真
観
の
歌
で
詞
書
を
「百
首
歌
人
人
に
す
す
め
侍
り
け
る
に
」

と
す
る
も
の
、
為
家
の
歌
で
詞
書
を

「光
俊
朝
臣
す
す
め
侍
り
け
る
百

首
歌
に
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
「信
実
集
」
で
は

「現
存
和
歌
六
帖
第

一
こ
と
の
共
通
歌

一
七
首
の
う
ち
六
首
が
「経
の
れ
う
し
の
百
首
に
」
と

い
う
詞
書
を
も
つ
。
こ
れ
は
寛
元
三
年

（
一
二
四
五
）
八
月
～
十
月
頃

に
催
さ
れ
た

「光
俊
勧
進
結
縁
経
百
首
」
を
指
す
と
み
て
よ
い
。
「光
俊

勧
進
結
縁
経
百
首
」
は
現
在
で
は
散
供
し
て
伝
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
入
集
歌
の
う
ち
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
も

一

三
首
が

「光
俊
勧
進
結
縁
経
百
首
」
を
出
典
と
す
る
。
「光
俊
勧
進
結
縁

経
百
首
」
に
は
判
明
す
る
だ
け
で
、
為
家

・
為
氏

・
知
家

・
信
実

。
行

能

・
光
俊
ら

一
二
名
の
参
加
が
確
認
で
き
る
と
い
流
∝
『現
存
和
歌
六

帖
第
一
こ

に
も
多
く
入
集
す
る
歌
人
た
ち
で
あ
り
、
実
際
に
は

一
三
首

よ
り
か
な
り
多
く
の
歌
が
こ
こ
か
ら
撰
歌
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
け
れ
ど
も
、
判
然
と
し
な
い
。

他
の
散
供
資
料
で
は

「道
家
家
七
首
歌
合
』
（寛
喜
四
年
〈
〓
〓
〓
こ

か
ら
二
首
ム
道
家
家
秋
三
十
首
穴
寛
一匹
二
年
全

二
四
五
こ
か
ら
四
首
・

『光
俊
勧
進
住
吉
社
三
十
六
首
』
（宝
治
元
年

〈
〓
一四
七
〉
か
）
か
ら
二

首

・
『道
家
家
後
度
百
首
』
（寛
丞
死
年
〈
〓
一四
３

～
宝
治
二
年
〈
〓
一

四
九
〉
頃
）
か
ら
三
首
、
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
「光
俊
勧
進
結
縁
経
百

首
」
や

「光
俊
勧
進
住
吉
社
三
十
六
首
」
は
真
観
の
主
催
だ
が
、
そ
の

群
駅
鰹
い霧
ゴ麟
計
露
憂
螺
彎
れてな
の

と
こ
ろ
で
、
撰
集
を
編
む
場
合
の
資
料
と
し
て
、
私
家
集
も
ま
た
よ

く
利
用
さ
れ
る
。
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
で
も
藤
原
信
実
の
歌
三
人
首

に
つ
い
て
、
そ
の
家
集

「信
実
集
」
（総
歌
数
二
〓
二
首
）
の
中
に
共
通

歌
が

一
七
首
見
い
だ
せ
る
。
「信
実
集
」
は
、
詞
書
に
よ
り

一
首

一
首
の

詠
作
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
詞
書
に
よ
る

「現
存
和
歌
六

帖
第
一
こ

へ
の
入
集
歌

一
七
首
の
う
ち
わ
け
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

建
保
五
年

（
一
二
一
七
）
三
年
の
誤
り
た
‐２）

「内
裏
御
歌
合
』
　
　
　
　
　
　
一
首

貞
永
元
年

（
〓
≡
三
）

「洞
院
摂
政
家
百
首
』
　

　

　

　

一
首

寛
一匹

一年

（
〓
函
巴

『実
経
家
百
首
』
　
　
　
　
　
　
一
一首

寛
一匹

一年

（
〓
西
巴

「新
撰
六
帖
題
和
歌
』
　

　

　

　

一
首

寛
一匹
二
年

（
〓
西
こ

『光
俊
勧
進
結
縁
経
百
首
』
　

　

エハ
首

寛
二

二
年

（
〓
西
こ

「道
家
家
秋
三
十
首
』
　

　

　

　

一
首

寛
元
四
年

（
一
一
一四
ユＣ

『為
家
家
五
十
首
』
　
　
　
　
　
一
一首

宝
治
元
年

（
〓
一四
七
）
か
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「光
俊
勧
進
住
吉
社
三
十
六
首
』
　

一
首

以
下
、
年
次
不
明

『
一
条
入
道
太
政
大
臣
公
経
家
会
」

一
首

「九
条
内
大
臣
家
御
会
』　
　
　
　
　
一
首

真
観
は

『光
俊
勧
進
結
縁
経
百
首
」
や

「光
俊
勧
進
住
吉
社
三
十
六

首
』
は
も
ち
ろ
ん
、
「為
家
家
五
十
首
」
な
ど
へ
参
加
し
て
い
る
こ
と
も

確
認
で
き
な
′

そ
う
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
個
々
の
資
料
と

『信
実
集
」
と
、
ど
ち
ら
を
用
い
て
撰
に
あ
た
っ
た
の
か
に
わ
か
に
は

決
め
が
た
い
。

「信
実
集
』
は
、
わ
ず
か
二

一
三
首
か
ら
な
る
家
集
で
あ
る
。
信
実

は
、
正
治
二
年

（
〓
一〇
〇
ビ

一十
四
歳
の
こ
ろ
に
、
「正
治
後
度
百
首
』

の
作
者
に
加
え
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。

そ
の
後
、
八
十
九
歳
の
最
晩
年
ま
で
に
、
主
要
な
も
の
を
概
算
し
た
だ

け
で
も
、
三
千
首
を
超
え
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
れ
∝

『現
存
和
歌
六
帖
』
が
編
ま
れ
た
建
長
期
に
は
、
信
実
は
七
十
代
半
ば

で
あ
り
、
す
で
に
相
当
数
の
詠
歌
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
数
多
い
詠
歌
の
う
ち
、
「信
実
集
』
は
、
わ
ず
か
二

一
三
首

を
収
め
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で

『現
存
和
歌
六
帖
第

一
こ
と
共
通
す
る
歌
が

一
七
首
と
い
う
数
字
は
、
大
き
い
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
き
に
、
ど
ち
ら
か
ら
撰
歌
し
た
の
か
わ

か
ら
な
い
と
述
べ
た
の
は
、
こ
う
い
う
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
の
異
同
に
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
「あ
き
の
ヽ
の

お
ば
な
に
ま
じ
る
し
か
の
ね
の
い
ろ
に
や
つ
ま
を
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん
」

（野
部
・あ
き
の
ゝ
・
三
三
三
・藤
原
信
実
朝
臣
）
の
歌
は
、
嘉
元
元
年

（
一

〓
δ
三
）
十
二
月
に
奏
覧
さ
れ
た

「新
後
撰
和
歌
集
』
（秋
歌
上
二
二
一

上↑

詞
書

「建
保
三
年
内
裏
歌
合
に
し

や
、
建
長
五
年

（
〓
一五
一こ

か
ら

翌
六
年
頃
に
成
立
し
た

「雲
葉
和
歌
集
』
（秋
歌
上
・
四
六
四
・詞
書

「建

保
三
年
内
裏
歌
合
に
し
、
弘
長
二
年

（
〓
〓
全
じ
九
月
に
成
立
し
た

コ
二

十
六
人
大
歌
合
』
（十
六
番
・左
。
一
七
一こ

な
ど
で
は
、
い
ず
れ
も
第
三

句
を

「し
か
の
ね
―ょ、
」
と
し
て
い
て
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
の

「し

か
の
ね
の
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
冒
言葉
和
歌
集
」
と

コ
二
十
六
人
大

歌
合
」
と
は
、
ど
ち
ら
も
九
条
基
家
の
撰
に
か
か
る
。
「新
後
撰
和
歌

集
』
は

「雲
葉
和
歌
集
」
と
詞
書
も
同
じ
で
あ
り
、
ョ
〓葉
和
歌
集
』
か

ら
撰
歌
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「信
実
集
』

（秋
歌
・
四
四
・
詞
書

「建
保
五
年
内
裏
御
歌
合
に
し

で
は
第
三
句

「
し
か

の
ね
の
」
で
あ
り
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と
同
じ
本
文
に
な
っ
て
い

る
。
も
と
の
歌
合
で
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
た
の
か
確
か
め
ら
れ
な

い
の
が
残
念
だ
け
れ
ど
も
、
近
い
時
期
に
成
立
し
た

「雲
葉
和
歌
集
』

が

「
し
か
の
ね
―ょ、
」
と
し
、
ほ
か
の
歌
集
も
そ
の
本
文
を
採

っ
て
い
る

の
に
対
し
、
「信
実
集
」
と

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
の
本
文
が

一
致
し

て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
一
字
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
誤
写

の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
」
∝

「信
実
集
』
は
、
宝
治
元
年

（
〓
一四
七
）
の

『前
摂
政
実
経
家
詩
歌

合
』
か
ら
遠
か
ら
ぬ
こ
ろ
、
最
終
的
な
成
立
を
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。

詞
書
か
ら
わ
か
る
、
最
も
詠
出
年
次
の
新
し
い
作
が

『前
摂
政
実
経
家
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詩
歌
合
』
の
歌
で
あ
り
、
宝
治
二
年
以
降
の
詠
を
含
ま
な
い
た
め
で
あ

る
。
宝
治
二
年
七
月
に
は
為
家
に
勅
撰
集
撰
進
の
院
宣
が
下
さ
れ
た
。

信
実
は
勅
撰
集
撰
進
の
気
運
を
み
て
、
そ
れ
に
向
け
て
自
身
の
家
集
を

編
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
な
∝

信
実
は
歌
道
師
範
を
継

い
だ
為
家
を
も
り
た
て
な
が
ら
、
一
方
で
は

「春
日
若
宮
社
歌
合
』
に

も
参
加
し
て
い
る
。
建
長
三
年

（
一
二
五
こ

九
月
に
は

「閑
窓
撰
歌

△
こ

を
真
観
と
共
撰
す
る
な
ど
、
真
観
と
も
、
か
な
り
親
し
い
間
柄
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
真
観
が

「信
実
集
」
を
手
に
入
れ

て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

信
実
以
外
の
歌
人
で
は
、
俊
成
卿
女
の
家
集

『俊
成
卿
女
集
」
に
四

首
の
共
通
歌
が
あ
る
。
「俊
成
卿
女
集
』
は
、
「新
勅
撰
和
歌
集
』
の
資

料
と
し
て
天
福
元
年

（
〓
〓
〓
し
に
成
立
し
た
自
撰
家
集
で
あ
る
。
共

通
す
る
四
首
は
、
二
首
が
建
仁
三
年

（
一
二
９
こ

の

「千
五
百
番
歌

合
」
の
歌
、　
一
首
が
貞
永
元
年

（
一
三
壬
じ

四
月
の

『洞
院
摂
政
家

百
首
』
の
歌
、
一
首
が
寛
喜
元
年

（
〓
〓
一九
）
の

「為
家
家
百
首
』
の

歌
で
あ
る
。
「為
家
家
百
首
」
は
散
供
資
料
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
寛
喜
四

年

（
〓
〓
壬
じ
〓
一月
に

『
日
吉
社
撰
歌
合
」
と
し
て
撰
歌
結
番
さ
れ
、

書
陵
部
蔵
本
が
孤
本
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
「日
吉
社
撰
歌
合
』

に
真
観
の
歌
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
真
観
が
参
加
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
れ
″
他
に
、
為
家
の

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

へ
の
入

集
歌
の
な
か
で
、
「玉
葉
和
歌
集
」
に

「家
に
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る

時
」
、
「夫
木
和
歌
抄
』
に

「家
百
首
」
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
い

ず
れ
も

『為
家
家
百
首
』
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
「為
家
家
百
首
』
も

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
の
撰
歌
資
料

で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
俊
成
卿
女
に
つ
い
て
は

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
へ
の
入
集
歌

一
二
首
の
う
ち
、
九
首
は

「千
五

百
番
歌
合
』
の
歌
、
残
り
三
首
は
そ
れ
ぞ
れ

『春
日
社
歌
合
」
（元
久
元

年

〈
〓
一〇
四
こ

の
歌
と
、
右
の

「為
家
家
百
首
』
の
歌
、
ま
た

「洞

院
摂
政
家
百
首
』
の
歌
で
あ
り
、
す
べ
て
に
つ
い
て
出
典
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
俊
成
卿
女
に
つ
い
て
は
、
特
に

「俊

成
卿
女
集
」
を
用
い
て
撰
歌
し
た
と
は
考
え
な
く
て
よ
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

藤
原
信
実
と
俊
成
卿
女
と
の
ほ
か
に
は
、
衣
笠
家
良
の
家
集

『家
良

集

（後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
と
、
入
道
三
品
親
王

（雅
成
）
の
家
集

「雅
成
親
王
集
」
に
共
通
歌
が
み
ら
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も

一
首
の
み
で

あ
る
。
笠
間
時
朝
の

『前
長
門
守
入
京
田
舎
打
聞
集
」
に
も
共
通
歌
が

一
首
あ
る
け
れ
ど
も
、
「前
長
門
守
入
京
田
舎
打
聞
集
』
は
時
朝
の
晩

年
の
自
撰
家
集
と
考
え
ら
れ
、
正
元
元
年

（
一
一
一五
九
）
以
降
の
成
立

と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「現
存
和
歌
六
帖
』
よ
り
も
後
の
も
の
で
あ

り
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の
撰
歌
資
料
と
な
っ
た
は
ず
は
な
い
。

以
上
の
と
こ
ろ
で
は
、
私
家
集
で
撰
歌
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可

能
性
が
高
い
の
は

「信
実
集
』
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「夫
木
和
歌

抄
」
で
は
家
良

・
行
家

。
実
鶴
）・

祝
部
成
茂
な
ど
の

『現
存
和
歌
六
帖

第
一
こ
入
集
歌
に
、
「家
集
現
存
工全
「御
集
現
存
上全
な
ど
と
み
え
て
い
る
。

特
に
家
良
で
は
そ
う
し
た
例
が
五
首
六
例

含
夫
木
和
歌
抄
」
に
重
複
し
て

収
め
ら
れ
る
歌
が
一
首
あ
る
）
に
も
の
ぼ
る
。
家
良
に
は
、
さ
き
に
あ
げ
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た

「家
良
集

（後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌
と

と
、
も
う
ひ
と
つ
別
系

統
の

「家
良
集
」
と
が
あ
鴫
）

実
経
に
は

「円
明
寺
関
白
集
」
が
あ
り
、

成
茂
に
は

「成
茂
宿
禰
集
」
と
い
う
家
集
が
あ
れ
∝
だ
が
ヽ
「夫
木
和
歌

抄
」
の
歌
は
そ
れ
ら
の
家
集
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
当
時

の
歌
人
た
ち
、
少
な
く
と
も

『夫
木
和
歌
抄
』
に

「家
集
」
「御
集
」
と

記
さ
れ
た
歌
人
た
ち
に
、
別
の
家
集
、
現
在
で
は
散
供
し
て
し
ま
っ
た

家
集
の
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
ら
は
、
あ
る
い
は
勅
撰

集
撰
進
の
た
め
に
、
「続
後
撰
和
歌
集
』
撰
進
が
下
命
さ
れ
た
宝
治

・建

長
期
頃
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
家
集

を
真
観
も
手
元
に
集
め
、
資
料
に
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
わ

け
だ
が
、
散
供
し
て
い
る
た
め
に
確
証
を
欠
く
。
こ
こ
で
は
、
「現
存
和

歌
六
帖
第
一
こ
の
撰
歌
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
の
大
き
な
私

家
集
と
し
て
は
、
「信
実
集
』
を
指
摘
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
め

て
お
こ
う
。

ち
な
み
に
、
ほ
か
の
反
御
子
左
派
の
私
撰
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
述

べ
て
お
く
。
「現
存
和
歌
六
帖
」
は
、
同
じ
真
観
撰
と
考
え
ら
れ
る
、
建

長
二
年

（
一
二
五
〇
）
四
月
十
八
日
成
立
の

『秋
風
抄
」
と
の
共
通
歌

が
多
く
、
関
係
が
深
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
祐
■
現
存
和
歌
六
帖
第

二
」
と

『秋
風
抄
」
（総
歌
数
三
二
二
首
）
と
の
共
通
歌
は
四
五
首
で
あ

る
。
ま
た
、
建
長
三
年
末
頃
の
成
立
の

「秋
風
和
歌
集
』
（総
歌
数
〓
二

六
五
首
）
と
の
共
通
歌
は
四
七
首
で
あ
る
。
真
観
の
撰
集
で
は
な
い
が
、

建
長
五
年
か
ら
翌
六
年
頃
に
九
条
基
家
の
編
ん
だ
『雲
葉
和
歌
集
穴
総

歌
数
一
〇
三
二
首
。
但
し
現
存
諸
本
は
巻
一
～
一
〇
と
巻
一
五
の
み
を
伝
え
る

残
欠
本
）
と
で
も

一
〇
首
の
共
通
歌
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
宝
治

二
年

（
一
二
四
八
）
に
真
観
た
ち
の
編
ん
だ

「万
代
和
歌
集
」
と

『現

存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と
で
は

一
首
も
共
通
歌
が
み
ら
れ
な
い
。
「現
存
和

歌
六
帖
』
第
六
帖
に
つ
い
て
も
同
様
に
共
通
歌
が
み
ら
れ
な
喝
∝

『現
存
和
歌
六
帖
」
と

「秋
風
抄
∵

「秋
風
和
歌
集
」
と
は
、
撰
集
の

時
期
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「万
代
和
歌
集
』
は
、
そ

れ
ら
の
撰
集
よ
り
少
し
前
に
成
立
し
て
い
る
。
さ
き
に
述
べ
た
が
、
「現

存
和
歌
六
帖
第
一
こ
は
先
行
勅
撰
集
の
入
集
歌
を
採
ら
な
い
方
針
で
編

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
方
針
が

「万
代
和
歌
集
」
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「秋
風
抄
』
の
序
文
に

「新
古
今
、
新
勅

撰
に
い
ら
ぬ
今
の
世
の
う
た
を
あ
つ
め
け
る
、
ま
た
万
代
と
い
ふ
集
い

で
き
に
け
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「万
代
和
歌
集
』

を
勅
撰
集
と
同
列
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
見
な
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
宝
治
二
年

（
一
二
四
八
）
七
月
に
、
勅
撰
集
撰

進
の
院
宣
は
為
家
に
下
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
十
代
勅
撰
集

『続
後
撰

和
歌
集
」
が
完
成
奏
上
さ
れ
た
の
は
、
一二
年
以
上
も
後
の
建
長
三
年

Ｔ

二
五
一
）
十
二
月
で
あ
る
。
「秋
風
抄
」
に
し
ろ

『現
存
和
歌
六
帖
』
に

し
ろ
、
そ
の
間
に
真
観
が
編
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
「秋
風
抄
』
の
序
文

か
ら
う
か
が
わ
れ
る
、
「万
代
和
歌
集
」
を
勅
撰
集
に
準
ず
る
も
の
と

す
る
考
え
、
も
し
く
は
自
負
の
よ
う
な
も
の
が
真
観
に
は
あ
っ
て
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に
は

「万
代
和
歌
集
」
と
の
共
通

歌
が
み
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。



む
す
び
に

以
上
、
新
出
の
資
料
で
あ
る

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に
つ
い
て
、
勅

撰
集

へ
の
入
集
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
勅
撰
集
の
資

料
と
し
て
の
性
格
、
撰
歌
資
料
、
ま
た
、
他
の
私
撰
集
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
述
べ
た
。
今
回
、
「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
あ
ら
た
め
て
考
え
て

い
き
た
い
。

注（１
）

本
位
田
重
美
氏

「現
存
和
歌
六
帖
考
」
３
国
語
国
文
』
昭
和
三
十
四
年

八
月
）。
柳
原
家
記
録

「砂
巌
」
第
六
の
「こ
れ
は
衣
笠
内
大
臣
、
右
大
弁
光

俊
二
人
し
て
集
給
へ
り
」
の
記
事
に
よ
る
。
な
お
、
安
井
久
善
氏

『藤
原
光

俊
の
研
究
』
（笠
問
書
院
　
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
）
に
よ
れ
ば
、
一示
都
大
学

図
書
館
蔵
本

『勅
撰
次
第
」
に
も
同
様
の
共
撰
説
が
み
え
る
由
で
あ
る
。

（２
）

「現
存
和
歌
六
帖
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
恒
雄
氏

「現
存
和
歌
六

帖
の
成
立
に
つ
い
て
」
翁
中
世
文
学
研
究
』
第
十
二
号
　
昭
和
六
十

一
年
八

月
）、
「現
存
和
歌
六
帖
の
成
立
に
つ
い
て

（再
説
ご

０
中
世
文
学
研
究
」
第

十
七
号
　
平
成
三
年
八
月
）
の
、
ま
ず
第
六
帖
分
の
一
帖
が
成
り
、
そ
の
後

建
長
二
～
三
年
頃
残
り
の
五
帖
を
加
え
た
全
体
の
完
本
が
成
っ
た
と
す
る
説

と
、
池
尾
和
也
氏

コ
現
存
和
歌
六
帖
」
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
」
貧
研
究

と
資
料
』
第
十
八
輯
　
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
）
の
最
初
か
ら
六
帖
全
体
の

完
本
が
あ
り
、
建
長
二
年
九
月
二
十
四
日
を
最
終
的
成
立
と
す
る
説
な
ど
が

あ

る

。

（３
）

安
田
徳
子
氏

「勅
撰
集
と

「万
代
集
』
―

「続
後
撰
集
』
以
後
の
勅
撰

集
と
の
共
通
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
」
３
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
第
二

十
七
号
　
昭
和
五
十
六
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、
「万
代
和
歌
集
」
は
先
行
勅
撰

集
と
の
共
通
歌
が
八
首
み
ら
れ
る
も
の
の
、
作
者
や
歌
句
な
ど
の
異
同
が
大

き
く
、
撰
歌
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「万
代
和
歌
集
」
も
先
行

勅
撰
集
入
集
歌
は
除
外
す
る
方
針
と
捉
え
て
よ
い
。
ま
た
、
「秋
風
和
歌
集
」

に
先
行
勅
撰
集
と
の
共
通
歌
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
古
典
文
庫
二
六
〇

「秋
風
和
歌
集
』
（昭
和
四
十
四
年
二
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
安
井
久
善

氏
の
解
説
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（４
）

こ
の
歌
は

「
野
辺
ち
か
く
い
へ
ゐ
し
せ
れ
ば
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
な
る
こ

ゑ
は
あ
さ
な
あ
さ
な
き
く
」
３
古
今
和
歌
集
』
春
歌
上

。
一
六

・
読
入
し
ら

ず
）
が
参
考
歌
と
し
て
考
え
ら
れ
、
初
旬

「
や
ま
ふ
か
み
」
は

「
や
ま
ふ
か

く
」
の
誤
写
か
と
も
思
わ
れ
る
。

（５
）

参
考
ま
で
に
す
べ
て
の
歌
題
と
そ
の
歌
数
を
示
す
。

（山
部
）

や
ま
夕
　
や
ま
ど
り
５
　
さ
る
５
　
し
か
３２
　
と
ら
２
　
く
ま
２

む
さ

ゝ
び
３
　
や
ま
が
は
８
　
や
ま
だ
５
　
や
ま
ざ
と
の
　
山
の
井
５

や
ま
び
こ
５
　
い
は
ほ
２
　
み
ね
１７
　
た
に
４
　
そ
ま
８
　
お
の
ヽ
え
１

す
み
が
ま
３
　
せ
き
１４
　
は
ら
１４
　
を
か
８
　
も
り
知
　
や
し
ろ
８
　
み
ち

１０
　
つ
か
ひ
２
　
む
ま
や
２

（田
部
）

は
る
の
た
４
　
な
つ
の
た
６
　
あ
き
の
た
１８
　
ふ
ゆ
の
た
４
　
か

り
ほ
２
　
い
な
お
ほ
せ
ど
り
３
　
そ
ほ
づ
２

（野
部
）

は
る
の
ヽ
４
　
な
つ
の
ヽ
２
　
あ
き
の
ヽ
１６
　
ふ
ゆ
の
ヽ
７
　
ざ

う
の
ヽ
４
　
か
り
５
　
と
も
し
３
　
わ
し
３
　
お
ほ
た
か
１
　
こ
た
か
１

き
じ
４
　
は
と
２
　

つヽ
づ
ら
３
　
お
ほ
た
か
ゞ
り
６
　
こ
た
か
ゞ
り
１
　
の

べ
３
　
み
ゆ
き
２

（都
部
）

み
や
こ
７
　
宮
こ
ど
り
２
　
も

ゝ
し
き
５
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（田
舎
部
）

く
に
１３
　
こ
ほ
り
２
　
さ
と
１０
　
ふ
る
さ
と
７
　
や
ど
１８
　
や

ど
り
２
　
か
き
ほ
２

（宅
部
）

い
へ
３
　
と
な
り
１
　
井
３
　
ま
が
き
５
　
に
は
１０
　
に
は
と
り

７
　
か
ど
４
　
と
Ｈ
　
す
だ
れ
３
　
と
こ
６
　
む
し
ろ
８

（人
部
）

お
き
な
２
　
お
う
な
１
　
お
や
３
　

つヽ
な
ひ
３
　
わ
か
い
こ
２

く
る
ま
５
　

つヽ
し
２
　
む
ま
８

（佛
事
）

て
ら
３
　
か
ね
８
　
ほ
う
し
２
　
あ
ま
１

（６
）

安
井
久
善
氏

『宝
治
二
年
院
百
首
と
そ
の
研
究
』
（笠
間
書
院
　
昭
和
四

十
六
年
十

一
月
）。
書
陵
部
蔵
本

「宝
治
百
首
』
の
冒
頭
に

コ
九
年
被
下
和
再

題
同
二
年
詠
進
之
」
と
あ
る
。
定
嗣
の
日
記

『葉
黄
記
」
の
宝
治
二
年
正
月

十
八
日
の
条
に

「宝
治
百
首
」
に
つ
い
て

「百
首
和
歌
被
御
覧
合
也
」
と
あ

り
、
披
講
に
準
ず
る
行
事
か
と
さ
れ
て
い
る
。

（７
）

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
、
出
典
の
明
ら

か
に
な
っ
た
も
の
の
歌
数
を
、
歌
人
ご
と
に
巻
末
の
表
Ⅱ
に
示
し
た
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
『新
編
国
歌
大
観
」
全

十
巻
の
範
囲
内
で
あ
る
。

（８
）

〓
一村
晃
功
氏
解
説

・
翻
刻

「宝
治
百
首
」
（岡
山
大
学
国
文
学
資
料
叢
書

一
一　
福
武
書
店
　
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
。
同
氏
の
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
三

十
四
巻

「中
世
百
首
歌

・
七
夕
御
会
和
歌
懐
紙

・
中
世
私
撰
集
」
（朝
日
新
聞

社
　
平
成
八
年
六
月
）
の

『宝
治
百
首
」
の
解
題
。

（９
）

赤
瀬
信
吾
氏
・岩
坪
建
氏
共
同
執
筆
の
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
巻
「平

安
中
世
私
撰
集
』
（朝
日
新
聞
社
　
平
成
五
年
八
月
）
の

『現
存
和
歌
六
帖
第

二
』
の
解
題
で
、
藻
壁
門
院
少
将
の
歌
の
異
同
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
作
者

は
藻
壁
門
院
但
馬
が
正
し
く
、
藻
壁
門
院
少
将
と
す
る
の
は

「現
存
和
歌
六

帖
第
一
こ

の
誤
り
と
認
め
ら
れ
る
。

（
１０
）

「現
存
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
で
は
、
為
家
の
第
六
帖
へ
の
入
集
歌
六
二
首

の
う
ち
、
三
八
首
ま
で
が

「新
撰
六
帖
題
和
歌
」
を
出
典
と
し
て
い
る
。
他

の
歌
人
に
つ
い
て
は
、
家
良
で
は
五

一
首
中

一
二
首
、
知
家
で
は
六
五
首
中

一
三
首
、
信
実
で
は
六
九
首
中
二
五
首
が

「新
撰
六
帖
題
和
歌
」
か
ら
採
ら

れ
て
い
る
。
真
観
は

「現
存
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
に

一
一
首
中
入
集
し
て
い

る
が
、
「新
撰
六
帖
題
和
歌
』
か
ら
は

一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。

（
Ｈ
）

安
井
久
善
氏

「藤
原
光
俊
の
研
究
』
（笠
間
書
院
　
昭
和
四
十
八
年
十

一

月
）。

（
‐２
）

「信
実
集
』
で
は
、
以
下
の
三
首
が

『建
保
五
年
内
裏
歌
合
』
の
歌
と
さ

れ
て
い
る
。

建
保
五
年
内
裏
御
歌
合
に

秋
の
野
の
尾
花
に
ま
じ
る
鹿
の
ね
の
色
に
や
つ
ま
を
恋
ひ
わ
た
る
ら
ん

（秋
歌

・
四
四
）

建
保
五
年
内
裏
歌
合
に

東
路
の
ふ
じ
の
し
ば
山
し
ば
し
だ
に
け
た
ぬ
思
ひ
に
立
つ
け
ぶ
り
か
な

（恋
歌

。
一
三
二
）

同
御
歌
合
に

な
ほ
ざ
り
に

一
度
ち
ぎ
る
偽
も
な
が
き
恨
の
夕
暮
の
空

（恋
歌

。
一
三
一こ

信
実
は
、
建
保
五
年

（
一
二

一
七
）
に
は
、
十

一
月
四
日
に
順
徳
天
皇
の
内

裏
で
行
な
わ
れ
た

「冬
題
歌
合
』
に
出
詠
し
て
い
る
。
だ
が
、
「冬
題
歌
合
』

に
は

「信
実
集
」
の
三
首
は
見
当
ら
な
い
。
歌
題
が
異
な
る
の
だ
か
ら
、
当

然
の
こ
と
で
は
あ
る
。
た
だ
し
、
右
の

「信
実
集
』
の
三
首
は
、
い
ず
れ
も

勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
。
〓
壬

一
「東
路
の
」
は

「新
勅
撰
和
歌
集
』
（恋

歌
五
・
九
八
七
）
に
、
四
四

「秋
の
野
の
」
は

「新
後
撰
和
歌
集
』
（秋
歌
上

・

一二
王
Ｃ

に
、　
一
三
二

「な
ほ
ざ
り
に
」
は

「新
後
撰
和
歌
集
』
（恋
歌
五

・

一
一
二

一
）
に
入
集
し
て
い
る
。
勅
撰
集
で
は
三
首
と
も
共
通
し
て
詞
書
を
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「建
保
三
年
内
裏
歌
合
に
」
と
し
て
い
る
。
四
四

「秋
の
野
の
」
の
歌
は
、
藤

原
基
家
の
編
ん
だ
私
撰
集

『雲
葉
和
歌
集
」
（秋
歌
上

・
三

一
六
）
で
も
、
詞

書
を

「建
保
三
年
内
裏
歌
合
に
」
と
す
る
。
建
保
三
年
に
も
そ
れ
に
該
当
す

る
内
裏
歌
合
は
見
当
ら
ず
、
不
審
で
あ
る
。

（
‐３
）

久
保
田
淳
氏

「藤
原
信
実
試
論
」
「
和
歌
文
学
研
究
』
第
五
号
　
昭
和

三
十
三
年

一
月
。
『中
世
和
歌
史
の
研
究
』
明
治
書
院
　
平
成
五
年
六
月
所

収
）。
為
家
は
こ
れ
を
歌
合
に
番
え
、
「
日
吉
社
歌
合
」
と
し
て
奉
納
し
た
。
こ

の

「
日
吉
社
歌
合
」
の
歌
と
し
て

『夫
木
和
歌
抄
」
に
真
観
の
詠
が
み
え
る
。

（‐４
）

久
保
田
淳
氏

コ
信
実
朝
臣
家
集
」
と

『八
雲

一
言
記
」
―
そ
の
基
礎
的

問
題
に
関
し
て
―
」
貧
和
歌
文
学
研
究
』
第
六
号
　
昭
和
三
十
三
年
八
月
。

「中
世
和
歌
史
の
研
究
』
明
治
書
院
　
平
成
五
年
六
月
所
収
）。

（
‐５
）

な
お
、
「あ
さ
ぢ
ふ
の
し
げ
み
の
に
は
に
む
か
ひ
ゐ
て
つ
ゆ
を
あ
は
れ
と

月
に
み
る
か
な
」
（宅
部

・
に
は
・
四
六
八
）
の

一
首
の
み
は
、
「信
実
集
』
（秋

歌

上
ハ
○
）
で
は
第
二
、
一二
句

「し
げ
み
の
庭
の、
終
訃
―こ、
」
と
し
て
お
り
、
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
問
題
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と

も
思
う
け
れ
ど
も
、
資
料
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
判
然
と
せ
ず
、
こ
こ
で

は
取
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
‐６
）

久
保
田
淳
氏

「為
家
と
光
俊
」
３
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
十
三
年
五

月
。
「中
世
和
歌
史
の
研
究
』
明
治
書
院
　
平
成
五
年
六
月
所
収
）。
「
日
吉
社

撰
歌
合
』
に
真
観
の
詠
が
四
首
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

（
‐７
）

『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
の
実
経
歌
に
つ
い
て
は
『夫
木
和
歌
抄
』
で
「御

集
現
存
工と

と
す
る
歌
が
三
首
あ
る
。
し
か
し
、
「夫
木
和
歌
抄
』
で
は
、
作
者

名
を
そ
れ
ぞ
れ
、
岡
屋
入
道
摂
政

（兼
経
）
・
洞
院
摂
政

（教
実
）
・
後
光
明

峰
寺
摂
政

（家
経
）
と
し
て
い
て
、
問
題
が
あ
る
。
佐
藤
恒
雄
氏

「現
存
和

歌
六
帖
の
成
立
に
つ
い
て
」
３
中
世
文
学
研
究
』
第
十
二
号
　
昭
和
六
十
三

年
八
月
）
。

（
‐８
）

家
良
の
家
集
と
し
て
は
、
伝
定
家
筆
五
首
切
の
存
在
が
あ
る
が
、
そ
の

中
に
は

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と
の
共
通
歌
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
久
保
木

哲
夫
氏

「『家
良
集
』
考
―
伝
定
家
筆
五
首
切
を
中
心
に
―
」
（古
筆
学
叢
林

第
五
巻

『古
筆
学
の
あ
ゆ
み
』
八
木
書
店
　
平
成
七
年
十
二
月
）
。

（
‐９
）

た
だ
し

『成
茂
宿
相
集
」
の
内
容
は
、
「宝
治
百
首
』
の
成
茂
の
個
人
別

百
首
で
あ
る
。
こ
の
書
陵
部
蔵

『成
茂
宿
相
集
』
の
親
本
に
あ
た
る
の
が
時

雨
亭
叢
書
第
三
十
四
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
成
茂
の
『宝
治
百
首
』
で
あ
る
。

（２。
）

本
位
田
重
美
氏

「現
存
和
歌
六
帖
考
」
３
国
語
国
文
」
昭
和
三
十
四
年

八
月
）
、
小
林
強
氏

「
『秋
風
抄
」
に
関
す
る
基
礎
的
諸
問
題
―
伝
本

・
補
遺

歌
及
び

「現
存
和
歌
六
帖
」
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」
貧
東
山
学
園
研
究
紀

要
」
第
三
十
八
集
　
平
成
五
年
三
月
）
な
ど
。
『現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ
と

「秋

風
抄
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
赤
瀬
信
吾
氏

二
石
坪
建
氏
共
同
執
筆
の
冷
泉

家
時
雨
亭
叢
書
第
七
巻

『平
安
中
世
私
撰
集
』
（朝
日
新
聞
社
　
平
成
五
年
八

月
）
の

「現
存
和
歌
六
帖
第
一
こ

の
解
題
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
「現
存
和
歌

六
帖
第
一
こ
と

「秋
風
抄
』
お
よ
び

『秋
風
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
が
示
さ
れ

て
い
る
。

（２‐
）

「現
存
和
歌
六
帖
』
第
六
帖
に
つ
い
て
は
、
「秋
風
抄
」
と
の
間
に
五
四

首
、
「秋
風
和
歌
集
」
と
の
間
に
五
〇
首
、
「雲
葉
和
歌
集
」
と
の
間
に

一
四

首
の
共
通
歌
が
あ
る
。

（付
記
）

小
論
に
お
け
る
和
歌
本
文

・
歌
番
号
に
つ
い
て
は
、
「万
葉
集
」
に
つ

い
て
は
旧
国
歌
大
観
番
号
を
用
い
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ

り

「新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。

（な
か
む
ら

。
ゆ
み
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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